
お
も
な
内
容

◆理事長あいさつ
◆令和４年度通常総代会開催／令和５年度事業計画／全土連理事就任報告
◆令和５年度予算／定款･規約･諸規程等の一部変更改正／令和５年度行事予定
◆役員(員外理事)補欠選挙／表彰
◆令和５年度事務局機構
◆シリーズ「農家の声」／退職者
◆令和５年度用水計画／用水調整に関すること／土地改良施設の破損について／
　水難事故防止及び水路への不法投棄防止の啓発
◆伝言板
◆土地原簿の確認について／賦課金の口座振替領収書発行の廃止について／
　消費税インボイス制度対応について／
　「健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）」の認定
◆シリーズ「管内スポット」／編集後記

………………………………………………………　２・３
…　４・５
…　６・７

…………………………………………　８
……………………………………………………　９

……………………………………………　10

………………………　11
………………………………………………………………………　12

………………　13
……………………………………　14

秋田県

岩手県

宮城県
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福島県

山形県

米沢市
 万世地区

第78号
令和５年４月21日

〒992-0012　米沢市金池五丁目9番5号
☎0238（23）0015

U R L：https://www.yonezawa-heiya.or.jp
E-mail：yonehei@sanae.or.jp

地　区　の　概　要
地区面積／8,891.28ha 組合員／5,578名

【草木塔】【草木塔】 【栗子隧道碑記【栗子隧道碑記】】

【萬世大路【萬世大路】】

　江戸時代の草木塔三基（左から梓山・刈安・赤浜）が、市指定有形民俗
文化財になっています。（平成24年３月）
　草木に感謝し、その成長を願って建立されたと伝えられる石碑のこと。
　日本国内に160基以上が確認されていますが、そのうち９割ほどが山
形県内、しかも置賜地方に集中していることから、上杉鷹山の教化によ
るものという説もあります。江戸時代以降も主に林業の盛んな地域に建
てられており、米沢市万世町梓山、米沢市田沢、米沢市簗沢、米沢市綱
木などの「木流し」が行われた所に多く建てられています。

【米沢平野土地改良区管内「万世地区」】
　万世地区に関係する歴史のあるものについてご紹介
いたします。
　14頁の関連記事も合わせてご覧ください。

　明治15年に栗子隧道米沢側坑口に建立。明治の栗子山隧道建設の経緯、
最新型削岩機の導入や住民の負担と開通後の利便性が記載されています。

（漢文1718字）【現在は道の駅米沢に移設されている】
　石碑の実測法量
　　　高さ：400㎝　　　　　　　篆額：39.8×79.4㎝
　　　幅　：140㎝　　　　　　　材質：稲井石（粘板岩）
　　　厚さ：下端37㎝、上端14㎝　
　　　台座：白御影石（280㎝×100㎝×90㎝）

　山形県と福島県を結ぶ栗子隧道の米沢側には明治の栗子山隧道西口
（右側）、昭和12年大改築の栗子隧道西口（左側）が２つ並んでいます。
　明治の隧道には岩盤をノミで手掘りした痕跡が現在も残っています。
手掘りでの工事は遅々として進まないため、当時世界に３台しかない蒸
気エンジン削岩機１台を米国から購入して隧道を貫通させました。



　
令
和
五
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
組
合
員
の
皆
様
は
勿
論
の
こ
と
、
本
土
地
改
良
区
に
と
っ
て
も
大
変
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
主
食
用
米
の
需

要
減
少
に
加
え
、
穀
物
や
肥
料
原
料
の
国
際
価
格
の
上
昇
並
び
に
電
気
料
金
等
の
高
騰
な
ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。一
方
で
昨
年
六
月
に
米
沢
市
に
多
数
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
雨
、さ
ら
に
は
八
月
に
置
賜
地
方
を
襲
っ

た
記
録
的
な
豪
雨
と
二
度
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
頻
発
、
激
甚
化
の
傾
向
が
続
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
改
め
て
洪
水
被
害
防
止
対
策
や
、
た
め
池
等
の
耐
震
化
な
ど
の
防
災
減
災
対
策
を
強
力
に
推
し

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
年
度
に
お
い
て
も
、
防
災
減
災
対
策
事
業
を
含
む
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
の
確
保
、
さ
ら
に
は

電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
各
方
面
に
対
し
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
山
形
県
は
、
国
の
進
め
る
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
と
農
山
漁
村
の
次
世
代
へ
の
継
承
を
実
現
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
装
を
可
能
に
す
る
農
地
の
大
区
画
化
や
畑
地
化
・
汎
用
化
等
の
農
業
農
村
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

水
利
施
設
の
豪
雨
対
策
・
耐
震
化
等
の
防
災
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
や
市
町
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
農
地
整
備
事
業
・
農
村
地
域
防
災
減
災

理

事

長
　
　

佐

　

貝

　

全

　

健

ご
　
挨
　
拶
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事
業
・
水
利
施
設
整
備
事
業
等
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
農
地
の
集
積
・
集
約
を
促
す
大
区
画
化
や
農
業
の

低
コ
ス
ト
・
省
力
化
等
を
実
現
す
る
農
地
整
備
、
長
寿
命
化
や
災
害
対
策
が
求
め
ら
れ
る
農
業
水
利
施
設
は
、
計
画
的
・
効

率
的
な
補
修
・
更
新
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
昨
年
度
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
男
女
共
同
参
画
時
代
に
即
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
女
性
理
事

登
用
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
区
運
営
に
お
い
て
も
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
今
年
度
か
ら
は
女
性
理

事
二
名
を
員
外
役
員
と
し
て
登
用
し
、
土
地
改
良
事
業
推
進
の
た
め
、
な
お
一
層
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
の
令
和
五
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
は
、
当
初
額
、
令
和
四
年
度
補
正
、
防
災
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
等
と
あ
わ
せ
、
令
和
五
年
度
総
額
六
千
百
三
十
四
億
円
と
な
り
、
今
後
の
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
土
地
改
良
区
の
継
続
県
営
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
ほ
場
整
備
の
「
亀
岡
西
二
期
地
区
」、「
浅
川
地
区
」、
施
設
保
全
を

行
う
「
屋
代
郷
一
地
区
」、「
米
沢
一
地
区
」、「
川
西
東
部
地
区
」、「
淞
郷
堰
地
区
」、
た
め
池
整
備
と
し
て
「
四
ッ
釜
地
区
」、

「
間
坂
地
区
」、
防
災
減
災
対
策
に
よ
る
排
水
路
整
備
の
「
大
谷
地
地
区
」
を
、
新
規
の
団
体
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
排

水
路
整
備
の
「
窪
田
地
区
」、
用
水
路
整
備
の
「
堀
金
・
六
郷
地
区
」
に
つ
い
て
、
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
の
調
査
事
業
と
し
ま
し
て
、
ほ
場
整
備
の
「
莅
高
山
地
区
」、「
千
代
田
地
区
」、
排
水
路
整
備
の
「
柏
木
目

地
区
」
を
、
新
規
の
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
水
路
整
備
の
「
淞
郷
堰
地
区
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
用
水
の
安
定
確
保
と
供
給
の
た
め
、
水
源
と
な
る
水
窪
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
万
全
を
期
す

る
と
と
も
に
、
事
務
の
合
理
化
に
努
め
、
経
常
的
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を
図
り
、
賦
課
金
の
未
収
対
策
に
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
な
運
営
と
土
地
改
良
事
業
推
進
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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⑴
水
窪
ダ
ム
等
共
同
施
設
の
維
持

管
理

　
山
形
県
企
業
局
と
の
共
同
施
設

と
な
っ
て
い
る
水
窪
ダ
ム
等
は
、

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
に
よ
り
、

東
北
農
政
局
と
山
形
県
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産
管
理

委
託
協
定
書
に
基
づ
き
山
形
県
が

維
持
管
理
を
行
い
、
県
か
ら
の
委

託
契
約
に
基
づ
き
県
の
指
導
を
仰

ぎ
操
作
点
検
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
東
北
農
政
局
、
山
形
県
、

山
形
県
企
業
局
、
米
沢
平
野
土
地

改
良
区
に
よ
る
共
同
施
設
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
水
窪
ダ
ム
災
害

対
策
現
地
本
部
設
置
基
準
を
設
け

災
害
等
の
緊
急
時
に
於
け
る
円
滑

な
対
応
を
行
う
。

⑵
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　
事
業
費
　
七
五
、
六
一
〇
千
円

⑶
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業

　
事
業
費
　
八
九
、
四
六
〇
千
円

⑷
維
持
管
理
組
合
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
か
ん
が
い
期
の
用
水

確
保
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
配

水
に
万
全
を
期
す
。

⑸
干
ば
つ
時
に
は
、
在
来
施
設
の

利
活
用
に
よ
る
用
水
確
保
を
図

⑴
県
営
事
業

継
　
続

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

・
亀
岡
西
二
期
地
区（
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
七
〇
、
〇
〇
〇
千
円

・
浅
川
地
区（
米
沢
市
）

　
　
事
業
費
　
二
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
一
地
区（
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
七
二
、
〇
〇
〇
千
円

・米
沢
一
地
区（
米
沢
市
、高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
六
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基
幹

水
利
施
設
保
全
型
）

・
川
西
東
部
地
区（
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
四
〇
、
〇
〇
〇
千
円

・
淞
郷
堰
地
区（
南
陽
市
）

　
　
事
業
費
　
三
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

る
。

⑹
節
水
、
漏
水
防
止
並
び
に
水
難

事
故
防
止
の
啓
蒙
を
図
る
。

議長を務める藤巻陽一総代

　
三
月
十
五
日（
水
）グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お
い
て
、

　
三
月
十
五
日（
水
）グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お
い
て
、

令
和
四
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代（
現
総
数
六
十
三
名
）五
十
九
名
の
出
席
を
得
、

　
総
代（
現
総
数
六
十
三
名
）五
十
九
名
の
出
席
を
得
、

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
三
名
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
三
名
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

議
長
に
第
九
選
挙
区
の
藤
巻
陽
一
総
代
が
選
任
さ
れ
、

議
長
に
第
九
選
挙
区
の
藤
巻
陽
一
総
代
が
選
任
さ
れ
、

定
款
・
規
約
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正
、
令
和

定
款
・
規
約
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正
、
令
和

五
年
度
事
業
計
画
、
一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
に
つ

五
年
度
事
業
計
画
、
一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
に
つ

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

令
和
四
年
度

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
原
案
通
り
可
決

全
議
案
原
案
通
り
可
決

二
　
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進

一
　
水
利
調
整
と
施
設
の

維
持
管
理
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⑴
各
活
動
組
織
へ
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
二

市
二
町
の
地
域
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
参
画
し
、
解
消
に
努

力
す
る
。

⑴
広
報
の
発
行
、
配
布
並
び
に
愛

称
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
米
沢
平

野
」
の
普
及
を
行
う
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
を
継
続
し
て
い
く
。

⑶
住
民
参
加
型
活
動
（
施
設
め
ぐ

り
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
く
。

⑷
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
施

設
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

・
四
ツ
釜
地
区（
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
三
、
〇
〇
〇
千
円

・
間
坂
地
区（
米
沢
市
、
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
七
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区（
南
陽
市
、高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
一
二
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⑵
団
体
営
事
業

新
　
規

◦
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業

・
窪
田
地
区

　
　
事
業
費
　
二
〇
、
〇
〇
〇
千
円

・
堀
金
・
六
郷
地
区

　
　
事
業
費
　
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⑶
調
査
計
画
事
業

継
　
続

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成
型
）

（
計
画
設
計
）

①
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
設
計

事
業（
団
体
営
）

　
本
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
複
式
簿
記
導
入
に
よ

り
資
産
評
価
等
を
行
い
財
務
状
況

を
正
確
に
把
握
し
、
将
来
に
向
け

た
各
種
積
立
を
計
画
的
に
行
う
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
の
当
初
予
算

　
三
月
二
十
三
日（
木
）開
催
の
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
通
常

総
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
当
土
地
改
良

区
理
事
長
で
あ
り
山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
を
兼
ね
る

佐
貝
理
事
長
が
第
十
七
期
理
事
に
選
任
さ
れ
、
四
月
一
日
付
け
で
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

・
莅
高
山
地
区

　
　
調
査
費
　
八
、
八
〇
〇
千
円

②
経
営
体
育
成
促
進
換
地
等
調
査

事
業（
団
体
営
）

・
莅
高
山
地
区

　
　
調
査
費
　
一
二
、
〇
〇
〇
千
円

・
千
代
田
地
区

　
　
調
査
費
　
五
、
五
〇
〇
千
円

③
農
業
農
村
整
備
事
業
実
施
計
画

策
定
事
業（
県
営
）

・
千
代
田
地
区

　
　
調
査
費
　
一
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）調
査

計
画
事
業

・
柏
木
目
地
区

　
　
調
査
費
　
四
、
五
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
特

定
農
業
用
管
水
路
等
特
別
対
策

事
業
）調
査
計
画
事
業

・
淞
郷
堰
地
区

　
　
調
査
費
　
一
七
、
〇
〇
〇
千
円

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
管
理
費
及
び
補
修
費
に
係
る

経
費
の
増
加
や
燃
料
価
格
・
電
力

料
金
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
財
政
収

支
が
厳
し
い
な
か
、各
種
事
業（
県

営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
、
水

利
施
設
管
理
強
化
事
業
等
）
を
積

極
的
に
取
り
組
み
、
区
費
負
担
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
小
水
力
発

電
の
売
電
収
入
等
に
よ
り
、
所
要

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
経
常
賦
課
金
は
、財
政
計
画（
令

和
元
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
）
に

基
づ
い
て
十
ア
ー
ル
当
た
り
四
、

四
〇
〇
円
と
し
、
経
常
的
経
費
の

節
減
を
図
り
つ
つ
、
賦
課
金
の
完

納
を
目
標
に
収
納
率
向
上
と
未
収

対
策
に
努
力
し
て
い
く
。

佐貝全健理事長挨拶佐貝全健理事長挨拶

監査報告する小関敏弘総括監事監査報告する小関敏弘総括監事

三
　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
等

四
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
継
続
と
趣
旨
普
及

五
　
財
政
・
運
営

佐
貝
理
事
長

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
に
就
任
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補助金等
105,350千円
10.72％

運営事務費
275,160千円
28.00％

適正化事業拠出金
 6,890千円 0.70％

維持管理費
460,720千円
46.88％

事務所費 18,700千円 1.90％

借入金返済等 7,180千円 0.73％

基本財産積立金 25,000千円 2.54％
特定資産積立金 49,380千円 5.03％

予備費
47,210千円
4.80％ 経常賦課金

368,980千円
37.55％

特定資産取崩金 18,180千円 1.85％
徴収換地清算金 1,000千円 0.11％

繰越金
125,010円
12.72％

受託料
81,470千円
8.29％

地区維持管理賦課金
64,410千円 6.55％
事業特別賦課金
19,860千円 2.02％

小水力発電事業
会計繰入金
68,000千円 6.92％

基本財産取崩金 38,330千円 3.90％

事業費 38,040千円 3.87％
受託業務費 5,070千円 0.52％

負担金等 45,980千円 4.68％

支払換地清算金 1,000千円 0.11％
固定資産取得金 2,330千円 0.24％

特別賦課金
18,040千円 1.84％

転用決済金等
4,320千円 0.44％

負担金 42,890千円 4.36％

維持管理組合受入金
17,670千円 1.80％

他目的使用料等
4,740千円 0.48％

雑収入 4,100千円 0.42％
特定資産運用金 80千円 0.01％
基本財産運用金 230千円 0.02％

支　出 収　入

賦課
金
 471,290千

円

土地改
良
事
業
費
 510,720千円

土地改良事
業
費
 536,170千円

2
9
3,860千

円

一
般
管
理

費

一般会計　982,660千円

一般会計予算内訳書
（単位：千円）

会　計　区　分 収　　入 支　　出
一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 746,820 631,600
水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 33,800 82,880
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 １ ） 52,020 58,490
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ２ ） 8,420 10,070
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ３ ） 30,420 37,010
水 利 施 設 管 理 強 化 事 業 33,530 89,460
県 営 ほ 場 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 9,900 8,640
県 営 ほ 場 整 備 事 業 浅 川 地 区 5,450 5,290
県 営 ほ 場 整 備 事 業 莅 高 山 地 区 40,000 37,230
県 営 ほ 場 整 備 事 業 千 代 田 地 区 22,300 21,990

計（10区分） 982,660 982,660

令和５年度　予　　算令和５年度　予　　算
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竹森発電費
33,000千円
15.41％

一般管理費
32,380千円
15.12％

特定資産積立金
8,500千円 3.97％

竹森発電事業費
13,050千円 6.08％

水窪ダム発電事業費
49,540千円
23.13％

予備費
42,730千円
19.95％

一般会計操出金
68,000千円
31.75％

負担金等 4,200千円 1.96％

水窪ダム発電費
177,000千円
82.63％

支　出 収　入
特別会計　小水力発電事業　214,200千円

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項
、
同
条
同

項
に
係
る
別
冊
調
書（
一
）（
経
費
分
担
の
基
準
）

・
地
区
加
入（
高
畠
町
大
字
佐
沢
の
一
部
）及
び
台

帳
整
備
に
よ
る
筆
数
の
訂
正（
筆
の
追
加
及
び

削
除
等
）

第
二
十
六
条
第
一
項

・
償
還
が
完
了
し
た
事
業（
高
山
地
区
県
営
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業（
面
的
集
積
型
））の
削

除
第
二
十
六
条
第
三
項

・
完
了
し
た
事
業（
両
堰
地
区
県
営
農
業
競
争
力

強
化
基
盤
整
備
事
業（
水
利
施
設
整
備
事
業
基

幹
水
利
施
設
保
全
型
））の
削
除

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項

・
完
了
後
八
年
が
経
過
し
た
事
業（
高
安
地
区
県

営
た
め
池
等
整
備
事
業
）の
削
除

第
五
十
五
条（
基
本
財
産
の
種
類
）

・
実
態
に
即
し
た
条
項
に
改
め
る
た
め
に
一
部
改

正（
字
句
の
訂
正
）

第
六
十
五
条
第
一
項（
農
地
転
用
等
に
伴
う
処
理
）

・
法
改
正（
農
地
法
）に
よ
り
一
部
改
正（
字
句
の

追
加
及
び
訂
正
）

◆
会
計
細
則（
一
部
改
正
）

第
三
条（
会
計
）、
第
二
十
四
条（
領
収
証
の
不
受

理
）、
第
二
十
九
条（
振
替
命
令
書
）、
第
五
十
三

条（
固
定
資
産
の
範
囲
）、
第
五
十
八
条（
固
定
資

産
の
改
良
と
修
繕
）

・
実
態
に
即
し
た
条
項
に
改
め
る
た
め
に
一
部
改

正（
字
句
の
追
加
及
び
削
除
等
）

◆
地
区
除
外
等
処
理
規
程（
一
部
改
正
）

第
一
条（
適
用
）、
第
二
条（
農
地
転
用
等
の
通
知
）、

第
三
条（
措
置
）、
第
四
条（
意
見
書
等
の
交
付
等
）、

第
七
条（
会
計
）

・
法
改
正（
農
地
法
）並
び
に
実
態
に
即
し
た
条
項

に
改
め
る
た
め
に
一
部
改
正（
字
句
の
訂
正
及

び
追
加
等
）

⃝

令
和
五
年
四
月
下
旬

　
・
水
窪
ダ
ム
水
神
祭

⃝

令
和
五
年
六
月
上
旬

　
・
役
員
実
務
研
修

⃝

令
和
五
年
八
月
上
旬

　
・
役
職
員
合
同
研
修
会

　
・
第
二
十
四
回
米
沢
平
野
管
内

　
　
農
業
用
水
施
設
め
ぐ
り

　 『
水
と
く
ら
し
の
歴
史
発
見
』

⃝

令
和
五
年
九
月
上
旬

　
・
総
代
研
修

　
・
第
一
回
臨
時
総
代
会

⃝

令
和
五
年
九
月
中
旬

　
・
水
窪
ダ
ム
環
境
美
化
活
動

　 「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

⃝

令
和
五
年
十
月
上
旬

　
・
水
窪
ダ
ム
災
害
訓
練

⃝

令
和
五
年
十
月
中
旬

　
・
水
窪
ダ
ム
収
穫
感
謝
祭

⃝

令
和
五
年
十
月
下
旬

　
・
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運

　
　
動「
Ｐ
Ｒ
活
動
」農
業
ま
つ
り
等

　
　
へ
参
加

⃝

令
和
五
年
十
一
月
中
旬

　
・
役
員
･
維
持
管
理
委
員
合
同
研
修

⃝

令
和
六
年
三
月
中
旬

　
・
通
常
総
代
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

状
況
を
鑑
み
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

令和令和５５年度　予　　算年度　予　　算

定
款
・
規
約
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正

定
款
の
変
更

規
約
の
一
部
改
正

諸
規
程
等
の
一
部
改
正

令
和
五
年
度

各
種
行
事
予
定
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
役
員
の
員
外
理
事
制
度
導
入
に
伴
い
、
令
和
四
年

度
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
候
補
者
推
薦
届
出

の
結
果
、
無
投
票
と
な
り
、
員
外
理
事
二
名
の
当
選
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
二

年
間（
第
八
期
役
員
の
残
任
期
間
）と
な
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日（
木
）東
京
都
千
代
田
区「
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ

ハ
・
サ
ボ
ー
」に
お
い
て
、
全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
式
が
挙
行
さ

れ
、
当
土
地
改
良
区
小
林
一
人
事
務
局
長
が
永
年
に
亘
る
農
業
農
村
整

備
事
業
の
発
展
に
対
す
る
貢
献
と
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
女
性
理
事
登
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
は

じ
め
、
諸
課
題
の
解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
認
め

ら
れ
、
二
階
俊
博
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

選挙会風景

第８期員外役員　当選証書付与式
（竹田選挙管理者より当選証書付与）

当選証書付与式（新役員より挨拶）

理事（員外）
米沢市万世町金谷

樋　渡　由　美

理事（員外）
南陽市郡山

青　木　三重子

小林一人　事務局長小林一人　事務局長

新
役
員
紹
介

員
外
理
事
に

員
外
理
事
に

県
内
初
の
女
性
理
事
二
名
が
就
任

県
内
初
の
女
性
理
事
二
名
が
就
任

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
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主事補
鈴木　美音

主任※
目崎　秀太

技術員
小林　一人

事務員
小野亜衣里

庶務係長

皆川　雪絵

賦課徴収係長

太田雄一朗

維持管理係長

江口　　誠

業務係長

白石課長補佐

兼務

会計主査

佐藤　博美

管理主査

金子　良幸

維持管理主査

仁科　葉子

企画主査

木村　知史

事業主査

井上　　剛

課長補佐

武田　健一

課長補佐

佐藤　秀和

課長補佐

白石　徳広

課長
小林　　実

課長
完戸　淳一

課長
事務局長兼務

事務局長

髙橋　正則

庶務主査

生田　　裕

主任
安部　　栞

主事
板垣芙由香

嘱託
鈴木いく子

嘱託
竹田　真弓

企画係長

我妻　晃子

嘱託
田村　尚子

主任
佐藤　真人

主任
井上　清隆

技師
山木　　翼

技師
金子　　瞭

事務員
小形　佳子

主任
小林　祐太

主任
竹田　弘樹

技師
松田　誉史

主事補
齋藤　愛実

主任
皆川　貴行

主任
髙橋　泰之

技師
渡部花澄美

技師補
小林　慶樹

※（全国土地改良事業団体連合会派遣）

事業係長

皆川　浩利

〈
総
務
課
〉

〈
財
務
課
〉

〈
水
利
整
備
課
〉

令
和
５
年
度
　
事
務
局
機
構

本
年
度
は
下
記
に
よ
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
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私
は
米
沢
に
移
住
し
て
か
ら
医
療
機
関
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
四
月
に
義
父

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡
き
義
父
は
五
月
の
田
植

え
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
稲
の
苗
を
頼

ん
で
い
た
り
、
農
協
か
ら
は
化
学
肥
料
が
届
い
て

い
ま
し
た
。
我
が
家
の
持
ち
田
は
三
反
ほ
ど
で
し

た
の
で
、「
よ
し
、
米
作
り
を
や
っ
て
み
よ
う
」と

思
い
立
ち
ま
し
た
。

　
私
は
、
農
業
に
関
し
て
は
右
も
左
も
全
然
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
そ
の
頃
は
未
だ
身
近
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
何
も
な
い
時
代
な
の
で
調
べ
る

こ
と
も
出
来
ず
、
亡
き
義
父
が
残
し
て
い
た
チ
ラ

シ
の
裏
の
メ
モ
書
き
を
頼
り
に
自
分
な
り
に
考
え

な
が
ら
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
か

ら
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

た
り
、
農
家
で
育
ち
、
子
供

の
頃
か
ら
農
作
業
の
手
伝
い

を
し
て
き
た
妻
か
ら
は
、
農

業
の
用
語
や
技
術
を
教
わ
っ

た
り
し
な
が
ら
今
ま
で
や
っ

　
私
は
米
沢
市
南
原
地
区
に
大
き
な
囲
炉
裏
が
あ

る
古
民
家
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
家
を
使
っ
て

五
、
六
年
前
か
ら
若
い
農
家
の
方
と
お
付
き
合
い

を
始
め
ま
し
た
。
農
作
業
中
で
も
芋
煮
会
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
春
に
は
山
菜
を
採
っ
て
山
菜
鍋
を
し

た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
集
ま
る
若
者
の
口
伝
え
で
仲
間
が
増
え
、

時
に
は
二
十
人
く
ら
い
集
ま
り
呑
ん
で
騒
い
で
過

ご
し
ま
す
。
そ
の
多
く
は
移
住
し
て
き
た
方
で
、

中
に
は
大
学
を
出
て
す
ぐ
都
会
か
ら
米
沢
に
移
住

し
て
り
ん
ご
農
家
を
し
て
い
る
若
者
が
お
り
、
知

■
加
科
博
美
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
加
科
さ
ん
は
東
京
の
ご
出
身
。
平
成
二
年
に

東
京
か
ら
奥
様
の
ご
実
家
の
あ
る
米
沢
市
万
世

町
に
移
り
、奥
様
の
ご
両
親
と
同
居
さ
れ
た
後
、

お
義
父
様
が
亡
く
な
っ
た
の
を
契
機
に
五
十
五

歳
か
ら
自
家
の
米
作
り
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な

り
今
年
で
二
十
年
に
な
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
は
専
業
農
家
で
奥
様
と
二
人
で
農
業
を

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
憧
れ
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
、

三
年
毎
の
見
直
し
と
十
年
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
見

据
え
て
計
画
を
立
て
、
諦
め
な
い
で
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
か
ら
二
年
間
は
慣
行
農
法
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
い
も
ち
病
の
防
除
作
業
を
し
て
い

た
ら
、
農
薬
が
付
着
し
て
頭
か
ら
真
っ
白
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
身
体
に
良
く
な
い
な
と
思
い
止

め
ま
し
た
。
そ
の
頃
某
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番

組
の
合
鴨
農
法
を
見
て
い
て「
こ
れ
だ
‼
」と
思
い

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
に
も
な
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

普
及
し
、
合
鴨
も
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
千
葉
か
ら
宅
急
便

で
送
っ
て
も
ら
い
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
電
球
と
毛
布

を
敷
い
て
二
年
程
試
し
ま
し
た
が
、
手
間
が
掛
か

り
す
ぎ
る
こ
と
と
、
合
鴨
は

食
べ
て
休
む
こ
と
の
方
が
多

く
て
働
き
が
悪
い（
笑
）。
調

べ
た
結
果
、
マ
ガ
モ
が
よ
く

働
く
と
知
り
、
今
は
舟
形
町

の
農
場
か
ら
生
後
一
週
間
位

の
マ
ガ
モ
を
毎
年
三
十
羽

買
っ
て
き
て
、
小
屋
に
水
と
エ
サ
を
与
え
て
放
し

て
お
い
て
翌
日
に
は
水
に
半
日
ほ
ど
慣
ら
せ
ば
、

よ
く
働
い
て
即
戦
力
と
な
り
ま
す
。
七
月
上
旬
ま

で
に
幼
い
マ
ガ
モ
は
旺
盛
に
虫
を
食
べ
た
り
除
草

を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
マ
ガ
モ
は
有
害
鳥
獣
に
エ
サ
と
し
て
持
っ
て
い

か
れ
や
す
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
電
気

柵
を
仕
掛
け
た
り
被
害
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

て
き
ま
し
た
。
今
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
妻
に

聞
い
た
り
、
杭
掛
け
作
業
は
要
領
を
得
て
い
る
妻

に
任
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は

七
月
の
上
旬

に
マ
ガ
モ
を

引
き
揚
げ
ま

す
が
、
昨
年

は
最
初
三
十

羽
い
た
の
が

十
三
羽
に
減

り
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
オ

フ
は
残
っ
た

マ
ガ
モ
を
仕
入
れ
先
へ
返
す
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。

　
有
機
農
法
を
始
め
て
三
年
く
ら
い
経
つ
と
田
の

土
が
と
ろ
っ
と
し
た
状
態
に
な
り
、
稲
以
外
の
雑

草
が
根
を
張
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
を
マ
ガ
モ

の
足
で
か
き
回
す
こ
と
で
雑
草
が
た
く
さ
ん
浮
い

て
水
口
に
溜
ま
る
の
で
、
そ
の
後
の
雑
草
処
理
の

仕
事
が
大
変
捗
り
ま
す
。

り
合
っ
た
縁
で
今
で
は
私
の
方
か
ら
押
し
か
け
て

農
作
業
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も
七
十

五
歳
と
い
う
こ
の
年
に
な
っ
て
二
十
五
歳
位
の
若

い
人
達
と
仲
良
く
な
り
交
流
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
な
ん
て
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
は
若
者
の

話
題
に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
若
者
か
ら
教
え
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
れ
ば
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
教
え
て

い
ま
す
。
仲
間
う
ち
で
困
っ
た
時
に
は
お
互
い
に

頼
り
頼
ら
れ
る
よ
う
な
繋
が

り
が
出
来
た
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
売
れ
そ
う
な
商
品

を
作
り
だ
す
若
者
の
感
性
に

は
大
変
感
心
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
付

　
小
　
林
　
一
　
人
　
さ
ん

（
前
事
務
局
長
）

※
令
和
五
年
四
月
一
日
よ
り
嘱
託
職
員
と

し
て
再
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

　
今
後
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
祈
り
い
た
し
ま
す

農 家
の

声

新
規
に
農
業
に
従
事
す
る
方
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
に
従
事
す
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て

若
い
農
家
の
方
と
の
交
流
に
つ
い
て

合
鴨
農
法
と
の
出
会
い
に
つ
い
て

№25

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
二
十
五
回
目
は
、
米
沢
市
万
世
町
梓
山
の
加
科
博
美
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
加
科
さ
ん
は
有
機
農
業
に
こ
だ
わ
り
、
稲
作
は
合
鴨
農
法
で
、
自
家
野
菜
も
完
全

無
農
薬
で
栽
培
し
て
お
り
、
安
心
安
全
な
農
産
物
を
消
費
者
の
皆
様
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
か
ら
全
国
合
鴨
水
稲
会
に
入
会
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
他
に
も
全
国
世
話
人
会
山
形
代
表
、
県
南
漁
業
協
同
組
合
及
び
万
世
維
持
管
理

組
合
で
監
査
役
を
務
め
る
な
ど
多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

退

職

者
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米
沢
平
野
土
地
改
良
区
利
水
調
整
規
程
に

基
づ
く
各
水
系
の
配
水
計
画
は
、
水
利
権
や

各
維
持
管
理
組
合
か
ら
聴
取
し
た
計
画
等
に

よ
り
適
期
・
適
正
な
水
利
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
水
期
間

・
代
か
き
用
水
の
開
始

　
五
月
六
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
耕
耘

状
況
を
見
な
が
ら
通
水
し
ま
す
。

・
普
通
期

　
五
月
二
十
六
日
か
ら
は
、
田
植
え
後
か
ら

落
水
ま
で
水
稲
の
生
育
に
必
要
な
用
水
を
通

水
し
ま
す
。

　
七
月
に
は
中
干
し
時
期
に
合
わ
せ
用
水
調

整
を
行
い
ま
す
。

・
出
穂
期

　
水
稲
の
花
水
時
期
に
合
わ
せ
、
普
通
期
最

大
の
通
水
を
行
い
ま
す
。

・
か
ん
が
い
用
水
の
終
了

　
　
九
月
十
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

維
持
管
理
委
員
会
の
開
催

　
適
期
用
排
水
調
整
及
び
施
設
の
管
理
全
般
を

協
議
し
ま
す
。

　
第
一
回（
四
月
上
旬
）…
年
間
計
画
等

　
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す

　
各
維
持
管
理
組
合
に
お
い
て
も
、
適
正
な
用

水
配
分
や
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
細
部
に
わ

た
り
検
討
を
行
い
ま
す
。

施
設
点
検
・
維
持
管
理

・
ゲ
ー
ト
及
び
通
信
設
備
点
検

　
　
四
月
上
旬
よ
り
順
次
実
施

・
堰
上
げ
　
四
月
中
旬
よ
り

・
国
土
交
通
省
関
連

　
　
四
ヶ
村
堰
頭
首
工

　
　
　
試
験
通
水
　
四
月
下
旬

　
　
淞
郷
堰
揚
水
機
場

　
　
　
試
験
運
転
　
四
月
下
旬

・
維
持
管
理
及
び
補
修

　
水
利
施
設
全
般
に
わ
た
り
機
能
発
揮
に
努

め
、
施
設
補
修
等
が
必
要
な
場
合
は
、
早
急

に
行
い
ま
す
。

　
主
要
施
設
及
び
幹
線
水
路
沿
い
の
草
刈
り

は
、
年
二
回
実
施
し
ま
す
。

干
ば
つ
へ
の
対
応

　
ダ
ム
の
放
流
は
計
画
的
に
行
い
ま
す
が
、
異

常
気
象
に
よ
り
ダ
ム
の
貯
水
状
況
や
河
川
の
流

況
が
大
き
く
減
少
し
た
場
合
は
、
ダ
ム
の
放
流

量
調
整
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
維
持
管
理
組
合
よ
り
管
内
の
状
況

を
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
災
害
対
策
本
部

設
置
の
検
討
、
在
来
施
設
の
利
活
用
や
仮
設
及

び
臨
時
揚
水
機
等
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

そ
の
他

・
チ
ラ
シ
等
の
配
布

　
放
流
調
整
等
が
必
要
な
場
合
は
、
チ
ラ
シ

等
で
組
合
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用水調整に関すること 24時間対応 土地改良施設の破損等について
【連絡先：中央管理所

☎0238－37－8011】
【連絡先：水利整備課維持管理係

　　　　　 ☎0238－23－3070】

人身事故等防止にご協力を!!
　転落防止のために設置している水路の安全蓋が外されたり、蓋の上に車
両が乗り上げ破損している場所が見受けられます。
　安全蓋は、転落防止の目的で水路に設置しています。人命にもかかわり
ますので、外したり、移動したり、車輌の乗り上げは決して行わないでく
ださい。
　もし、安全蓋が外れている、破損している等を発見した場合は土地改良
区へご連絡ください。

　破損の原因者が特定された場合は、原因者へ費用請求、
又は原形復旧を求めます。

ゴミのポイ捨て禁止!!
　幹線水路に面した県道又は市、町が
管理する道路沿いにのぼり旗を設置し、
幅広く啓蒙をしています。

四ヶ村幹線用水路

よろしく
お願いします

車輌が乗り上げ破損車輌が乗り上げ破損蓋が外され雪の中で開口蓋が外され雪の中で開口

令 和 ５ 年 度 　 用 水 計 画

～米沢平野土地改良区ホームページ『用水状況』より”水窪ダムの用水状況”について紹介しております～
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◎令和５年度の賦課期日及び納入期限
期　別 賦課期日 口座振替日 納入期限 賦課基準日
第１期

令和５年７月10日
令和５年７月25日 令和５年７月31日 令和５年４月１日現在の土地原

簿記載面積により賦課します第２期 令和５年10月25日 令和５年10月31日

◇組合員資格に移動がある場合
公共機関(市町、農業委員会、法務局等)及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿及び土地台
帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。
◎農地の移動(売買、賃貸借、交換等)　　　　◎農業者年金受給等による経営移譲
◎死亡または生前一括贈与による名義変更　　◎住所、氏名、法人名義等の変更

◇農地を転用する場合（公共用地に買収された時も届出が必要）
◎公共用地(道路、水路)への買収による転用　◎田から宅地等への転用
※転用に伴う地区除外申請は、手続きに２～３ヶ月かかる場合があるため、
　早めにご相談ください。

◇土地改良施設を利用する場合
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

資格変更･農地転用･施設使用等の届出は組合員の方の義務です!

　平成27年度の国営二期事業完了により、事業完了後８年(Ｈ28～Ｒ５年度)未経過の事業受益地については、「農
業振興地域の整備に関する法律(農振法)」により、各市町の農業振興地域整備計画で定められている「農用地区域」
からの除外(農振除外)は、特別なケースを除き、原則として認められません。
　※特別なケースについては各市町にお問い合わせください。
　※各種ほ場整備事業等の受益地についても同様です。

　農地の移動(売買等)において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、新資格者に滞納賦
課金が承継され、支払う必要が生じますのでご注意ください。

◎賦課金納入のために、土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
◎一度手続きしますと、納入忘れが防げます（納入期限の前に残高確認をお願いします）。

　土地改良区の賦課金は、施設の維持管理費や事業の償還金となる重要な運営費です。これを滞納されますと運営
に支障をきたし、組合員間に不公平等が生じることとなります。
　滞納した賦課金は法に基づき滞納処分（預金、不動産の差押等）を実施する場合もありますので、納入期限内の納
入にご協力くださるようお願いします。

賦課金等の各支払いは「コンビニでの納付
が可能」となっておりますので、下記までお
問い合わせください。

財務課賦課徴収係　TEL 0238-23-0015

■国営二期事業受益地の農振除外について

■滞納賦課金は新資格者が負担

■賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください

■賦課金は納入期限内にお願いします

伝 言 板
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　この度、当土地改良区職員に対する健康管理及び健康増進の取
り組みについて、特に優良な健康経営を実践している法人と認め
られ「健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）」に認定されま
した。
　これからも職場環境を整え、日々の健康づくりを実践し精勤で
きるよう努めてまいります。

　組合員の皆様が所有または耕作している土地の所在地、地目、地積、賦課種目
を確認することができますので、必要な方は申請してください。
　申請については、米沢平野土地改良区事務所の窓口または当土地改良区のホー
ムページに申請書がありますので、印鑑、身分証明書を当土地改良区事務所にご
持参のうえ申請してください。なお、組合員本人以外の方が申請する場合、委任
状が必要になります。

　当土地改良区では、賦課金を口座振替で納付いただいた組合員の方へ領収書を発行しておりました
が、令和５年度の賦課金口座振替分より領収書を発行しないことといたします。
　確定申告の際には、毎年７月にお送りしている賦課金通知書と通帳を照合して賦課金を納付したこ
とが確認できるため、問題はございません。
　経費節減の一環として取り組ませていただくものですので、何卒、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　なお、ご事情により領収書が必要な場合は、財務課賦課徴収係

（TEL 0238(23)0015）までお問い合わせください。

　当土地改良区では、令和５年10月１日から開始される消費税のインボイス制度に向けて準備を進
めているところです。
　今後は業務上お取引のある事業者様にもご対応していただけるようお願いをしてまいります。
　適格請求書等保存方式（インボイス制度）の詳細は、国税庁ホームページ「インボイス特設サイト」で
確認することができます。

■賦課金の口座振替領収書発行の廃止について

■消費税インボイス制度対応について

■「健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）」の認定

■土地原簿の確認について
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編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中

豪
雨
が
置
賜
地
方
を
襲
い
、
二
市
二
町
の
中

で
も
特
に
川
西
町
で
甚
大
な
災
害
と
な
り
ま

し
た
。
各
行
政
、
土
地
改
良
区
で
も
復
旧
を

進
め
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
完
全
な
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
早
急
な
災
害
復
旧

対
策
に
期
待
す
る
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
も
早

く
収
ま
り
住
み
よ
い
置
賜
地
方
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　（
編
集
委
員
　
後
藤
　
恒
雄
）

　
お
詫
び

　
広
報「
米
沢
平
野
」第
七
十
七
号
の
八

ペ
ー
ジ「
農
家
の
声
」の
記
事
中
で
寒
河
江

秀
明
さ
ん
、晴
希
さ
ん
が
お
住
ま
い
の『
川

西
町
大
字
堀
金
地
区
』の
記
載
が
漏
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
関
係
各
位
に
は
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
現
在
の
万
世
地
区
の
人
口
は
四
千
五
百

人
程
で
、
そ
の
内
新
規
で
居
住
さ
れ
た
方

が
三
千
人
位
お
り
、
色
々
な
団
体
活
動
に

も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
地
域
の

雰
囲
気
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
地
域
で
歴
史
あ
る
も
の
も
多

く
、
年
齢
分
け
隔
て
な
く
楽
し
く
参
加
で

き
る
地
域
の
伝
統
を
継
承
す
る
祭
や
行
事

等
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
万
世
地
区
に
は
隣
接
す
る
竹
井
地

区
に
か
け
て
昭
和
四
十
八
年
に
国
の
工
業

再
配
置
促
進
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
中

核
工
業
団
地
第
一
号
の
『
八
幡
原
工
業
団

地
』
が
あ
り
、
誘
致
さ
れ
た
企
業
約
五
十

社
の
殆
ど
が
世
界
と
競
争
し
て
い
る
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
企
業
な
の
で
産
業
の
町
で
も

あ
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
万
世
村
（
当
時
）
は
明
治
維
新
期
の
明

治
四
年
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
米
沢
県
に
な
り
、
同
年
十
一
月
米
沢
県

が
置
賜
県
と
な
り
、
更
に
明
治
九
年
八
月

鶴
岡
県
及
び
置
賜
県
を
山
形
県
に
合
併
し

て
大
山
形
県
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
代
山
形
県
令
に
は
鹿
児
島
県
出
身
の

三
島
通
庸
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
は
米
沢
か
ら
福
島
ま
で
移
動
す

　
三
島
通
庸
は
山
形
県
令
在
職
中
に
道
路

建
設
は
勿
論
で
す
が
、
義
務
教
育
の
奨
励
、

医
療
の
改
善
、
養
蚕
な
ど
の
産
業
振
興
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
奨
励
、
治
安
の
維
持
強
化

な
ど
を
積
極
的
に
す
す
め
た
こ
と
に
よ
り

近
代
化
の
父
と
言
わ
れ
て
お
り
、
山
形
県

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
功
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
彼
は
五
十
三
歳
で
生
涯
を
終
え
て

お
り
、
そ
の
短
い
生
涯
の
中
で
成
し
得
た

仕
事
や
彼
の
生
き
様
は
充
分
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
で
、
是
非
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
と
全
国
の
皆
様
に
も
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
山

形
県
初
代
県
令
三
島
通
庸
が
五
年
の
歳
月

を
か
け
開
削
し
た
栗
子
山
隧
道
の
偉
業
を

所
在
地
で
あ
る
米
沢
市
万
世
か
ら
発
信
し

よ
う
と
、
有
志
が
地
元
の
皆
様
に
呼
び
掛

け
、
県
内
で
先
頭
を
き
っ
て
昨
年
六
月
に

『
初
代
山
形
県
令
三
島
通
庸
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
に
推
薦
す
る
米
沢
市
万
世
会
』

を
発
足
し
、
私
が
会
長
を
任
さ
れ
活
動
し

て
い
ま
す
。

る
に
も
参
勤
交
代
行
列
や
普
通
の
人
達
が

通
る
道
と
し
て
、
昔
か
ら
あ
る
板
谷
街
道

を
使
っ
て
い
る
時
代
で
し
た
。
三
島
県
令

は
物
資
の
輸
送
と
産
業
を
進
め
る
に
は
荷

馬
車
が
通
れ
る
道
路
が
必
要
と
考
え
、
県

令
に
着
任
し
て
す
ぐ
に
道
路
造
り
を
始
め
、

五
年
の
歳
月
を
か
け
て
米
沢
と
福
島
を
結

ぶ
峠
道
を
開
削
し
、
栗
子
峠
に
八
百
七
十

六
メ
ー
ト
ル
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り

『
栗
子
山
隧
道
』
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

開
通
し
た
明
治
十
四
年
当
時
は
日
本
で
一

番
長
い
ト
ン
ネ
ル
で
し
た
。

　
明
治
十
四
年
十
月
三
日
、
明
治
天
皇
が

東
北
御
巡
幸
で
お
通
り
に
な
っ
た
時
に
道

路
の
様
子
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い
道
路
を

造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
翌
年
『
萬
世
大

路
（
ば
ん
せ
い
た
い

ろ
）』
と
命
名
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
が
で
き

て
か
ら
物
資
の
輸
送

や
人
事
文
化
の
交
流

が
活
発
に
な
り
近
代

化
が
進
ん
だ
お
陰
で
道
路
沿
い
に
は
宿
屋

が
で
き
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

明
治
三
十
二
年
に
福
島
米
沢
間
に
鉄
道
が

敷
か
れ
た
た
め
歩
く
人
が
い
な
く
な
り
廃

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
そ
の
名
残
が

遺
跡
と
し
て
あ
る
の

で
、
我
々
『
歴
史
の

道
土
木
遺
産
萬
世
大

路
保
存
会
』
で
遺
跡

を
守
り
、
ト
ン
ネ
ル

に
ご
興
味
が
あ
る
お

客
様
に
は
山
を
散
策

し
な
が
ら
案
内
と
説

　
今
の
子
供
達
は
『
遠
足
』
の
授
業
が
な

い
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
以
前
、
小

学
校
の
校
長
先
生
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

今
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
重
な
り『
遠
足
』

の
授
業
が
な
い
と
の
こ
と
。
子
供
達
が
地

元
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
大
人
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
あ

り
、ま
た
心
配
に
な
り
ま
す
。自
分
が
育
っ

た
地
元
に
つ
い
て
沢
山
話
が
で
き
る
よ
う

に
育
っ
て
欲
し
い
し
、
学
校
の
先
生
だ
け

で
な
く
、
地
区
で
も
子
供
を
育
て
る
こ
と

を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
『
遠
足
』
に
は
担
任
の
先
生
に
加
え
て

地
区
の
人
も
三
人
程
同
行
し
、
安
全
を
確

保
し
て
地
元
の
説
明
を
す
れ
ば
、
よ
り
安

心
し
て
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と

学
校
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

明
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
遺
跡
（
萬
世
大
路
）
が
令
和
二
年

に
『
未
来
に
伝
え
る
山
形
県
の
宝
』
と
認

め
ら
れ
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

前田慶次イベントも大盛況!!前田慶次イベントも大盛況!!

米沢市
万世コミュニティセンター
館長　梅津幸保さん

山形県初代県令
三島 通庸

三島県令は土木県令
や鬼県令の異名を
もっていた

『米沢市万世地区の歴史』『米沢市万世地区の歴史』

編
集
後
記

米沢平野管内スポット米沢平野管内スポット

■
万
世
地
区
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

■
万
世
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

■『
遠
足
』を
復
活
さ
せ
た
い

■『
初
代
県
令 

三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね

』

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
土
地
に
も
各
々
伝
承
さ
れ
る
歴
史
や
取
り
巻
く
背
景
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
米
沢
平
野

土
地
改
良
区
管
内
の
南
東
に
位
置
し
、
福
島
県
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
『
万
世
地
区
』
に
焦
点
を
あ
て
て
、
地
域
の
ご
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。

　
米
沢
市
万
世
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
の
梅
津
幸
保
さ
ん
に
『
万
世
地
区
』
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
梅

津
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
郷
土
の
歴
史
あ
る
石
造
物（
石
碑
）『
草
木
塔
』に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
お
り
、昨
年
、山
形
県
よ
り『
二

〇
二
二
年
度
齋
藤
茂
吉
文
化
賞
』【
人
文
科
学
（
郷
土
史
）
分
野
】
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
話
を
伺
う
と
『
草
木
塔
』
の
調
査

へ
の
熱
意
は
強
く
今
後
の
ご
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

～歴史と産業のまち　万世～～歴史と産業のまち　万世～
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